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定期的に洗車してください

ボディが汚れてきたら早めに水洗
いで汚れを落としてください。なお、
汚れが目立たない場合でも目に見
えない汚れが付着していますので、
月に一回を目安として、定期的に洗
車を行うとコーティングを長持ちさ
せやすくなります。取れにくい汚れ

（油汚れ、タールなど）は、付属のメンテ
ナンスシャンプーをお使いください。

雨の後は早めに洗車してください
雨に含まれる酸や異物が付着し
シミになる場合がありますので、
早めの洗車をお願いします。

ツヤ・撥水効果が低下したと感じたら
コ ーティング表 面 に汚 れが付 着
すると撥水効果が低下します。洗車
のうえ、メンテナンスコート剤をご
使用ください。

洗車後の水分は早めに拭き取ってください

洗 車 終 了 後 、必ず早 めに水 滴を
拭き取ってください。水滴を適切
に拭き取らなかった場合、水道水
に含まれるカルキ等の成分が付着
し（焼き付き）白いリング状のシミ
になる場合があります。

鉄粉、鳥糞・虫の死骸、樹液、花粉は放置しないでください
とりふん

鉄粉、鳥糞・虫の死骸、樹液、花粉、
黄砂等を放置しておくと、コーティ
ング被膜にダメージを与えシミに
なる場合があります。付着した場合
は、洗い流すなど早めに取り除いて
ください。

一度付着したシミは洗車では容易に取れま
せん。付属のシミ取り剤をご使用いただくか、販
売店スタッフにご相談ください。なお、お車の状
態によってはコーティング再施工（有償）が必要
となります。

特に、水分が乾きやすい環境下（炎天下など）
での洗車は、充分にご注意ください。

一度付着したシミは洗車では容易に取れま
せん。付属のシミ取り剤をご使用いただくか、販
売店スタッフにご相談ください。なお、お車の状
態によってはコーティング再施工（有償）が必要
となります。

一度付着したシミは洗車では容易に取れま
せん。付属のシミ取り剤をご使用いただくか、販
売店スタッフにご相談ください。なお、お車の状
態によってはコーティング再施工（有償）が必要
となります。

撥水効果、及び効果の持続は、お車の使用
環境やメンテナンス状況によって異なります。

ツヤ、及び撥水効果が復活しない場合、洗車
のみでは落ちない汚れがコーティング面に付着
していると考えられます。

長期間洗車を怠った場合、水洗いやメンテナンスシャンプーでは汚れが落ちない場合があります。

濃色車はブラシ傷が目立ちやすいため、手洗い洗車をおすすめします。

洗車は水道水をご使用ください。井戸水の場合、井戸水に含まれている成分がコーティング被膜に
悪影響を及ぼす場合がありますので、ご使用はお避けください。

施工後1ヵ月以降は、洗車機のご利用も可能です。「水洗い」または「シャンプー」モードで洗車してく
ださい。その他の洗車モードの場合、コーティング被膜に悪影響を及ぼす場合がありますので、ご使用は
お避けください。

とりふん

● ワックス・コンパウンド・他のコーティング剤は、コーティング被膜を傷める恐れが
　 ありますので使用しないでください。
● ボディの板金塗装修理をした場合は、修理部分のコーティング再施工をお奨め
　 します。再施工されない場合色ムラなどの原因となることがあります。
　 板金塗装修理/コーティングの再施工に関しましては、販売会社にご相談ください。

● サポート適用の条件として
　 「お客様ご自身による定期的で適切なお手入れや洗車」と
　 「12ヵ月毎のメンテナンスサービスを販売会社でお受けいただく」
　 ことが必要です。
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水道水の放置による水シミ

ご注意ください

お手入れのポイント

この度はボディコーティングMG-PREMIUMをご購入いただき、まことにありがとうございました。
以下「お手入れのポイント」をよくお読みいただき、適切なお手入れをお願いいたします。
お客様ご自身による定期的で適切なお手入れは、コーティング効果を持続させ、
美しいボディコンディションを維持するためにも大切です。

水洗いでは落ちにくい
汚れがついたら

■メンテナンスシャンプー（大ボトル）
水1ℓにキャップ2杯を希釈して使用します。

ツヤ・撥水効果が
落ちた時には

■メンテナンスコート剤（スプレーボトル）

シミやしつこい汚れには
■シミ取り剤（小ボトル）
汚れ部分にスポンジで塗布して使用します。

お手入れ方法
マツダ純正ボディコーティング MG-PREMIUM




